
-良い行いは急いででもやろう- 

二中 学校便り  

 
 

令和８年度がスタートしました 

校長 大島 清和 

柔らかい日差しの中、４月８日(木)に 79名(入学式に全員出席)の新入生が入学しました。春を

告げる桜木は、この日のために、花びらを散らすのを待ってくれていたかのようでした。２・３

年生の進級、新しい９名の先生方も迎え、令和８年がスタートしました。本校は昨年、創立 60周

年を迎えました。これからも、教職員一同力を合わせて、子供たちに寄り添い、地域に愛される、

第二中学校の歴史を刻んでいきたいと思います。 

さて、今年度から本校は制服が無くなりました。基本、私服での登校になります。生徒会を中

心に校則や私服についてのシンポジウムを開催し、生徒の意見や思いを汲み取りながら、その都

度、生徒、教職員とともに校則を考えてきました。「管理する生活指導」からの脱却を目指し、「自

分たちで考えさせる生活指導」が少しずつ定着してきました。今後も生徒、保護者の皆様に第二

中学校で良かった、そして第二中学校を誇りに思ってもらえるような教育活動をすすめていきた

いと思います。 

保護者の皆様、地域の皆様にも、これまでと同様に変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、

よろしくお願いいたします。最後に、入学式での新入生と在校生代表の言葉(一部抜粋)を紹介さ

せていただきます。どちらも心がまえの力強さと温かさが会場全体に伝わる立派な発表でした。 

 

●新入生代表の言葉                  

 私は中学校で楽しみにしていることがたくさんあります。まず始めに、友達をたくさん作る

ことです。楽しい学校生活をみんなで送りたいです。部活動にも力入れようと思っているので、

先輩達とも仲良くなりたいです。どの部活も楽しそうでワクワクしています。中学生になると

勉強も大変になると聞いています。勉強に対して不安ももちろんありますが、一つ一つの授業

を大切にすることで、しっかりと学びを身につけたいです。先輩をお手本にして充実した中学

校生活を過ごしたいです。お世話になる先生方、先輩方、そして保護者の皆様、これからも、

よろしくお願いします。 

 

●在校生代表の言葉                  

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。中学校では小学校から変わることがたくさ

んあります。例えば、教科の数が増えたり、テストが難しくなったり私たち在校生も、初めの

ころは色々なことに苦戦していました。最初は壁にぶつかることがあると思います。ですが、

努力は絶対裏切りません。粘り強くがんばってみてください。中学校には楽しいこともたくさ

んあります。体育大会、合唱コンクール、秩父移動教室、２年では都内めぐり、３年では修学

旅行など楽しい行事が数多く待っています。これから３年間、第二中学校の一員として、新し

く出会った仲間達、そして僕たち、在校生、これから入ってくる未来の新入生とともに、明る

く活気のある二中を築いていきましょう。 

 

 

善は急げ 


